
様式第4号の2

様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

当事者の別 年齢

1当事者の 借人  譲受人 ○○

住所等  貸人  譲渡人 ○○

権利の

種類

田

ようとする 田 －

土地の所在等

(1)転用 (2)権利を設定し、又は移転しようとする理由の詳細

3転用計画 の目的

(3)事業の操業期間

又は施設の利用期間

(4)転用の時 　　第２期　着工　　　　年　　月　　日から

期及び転用 工事計画

の目的に係 棟数 名称 所要面積

る事業又は 土地造成 330㎡

施設の概要 建築物 1棟

小　計 1棟 330㎡

工作物

小　計

計 1棟 330㎡

4権利を設定・

移転しようと

する契約の内容

5資金調達についての計画

6　転用することによって生ず
る付近の土地・作物・家畜等
の被害防除施設の概要

7　未完了の既許可事業 譲受人、借人が過去に転用申請を出していなければ「なし」と記載

8　その他参考となるべき事項

今回の一時転用は、令和○○年度○○○○○○○○工事に伴う、仮設現場事務所及び資材置場用地として利用するもの。

賃借権 設定 ・ 移転 許可後直ちに Ｒ○○.○.○○まで

土地造成費100万円　事務所等設置費50万円　計150万円(自己資金で対応)

1棟 20㎡

権利の種類 権利の設定･移転の別 権利の設定･移転の時期 権利の存続期間 その他

20㎡ 330㎡

20㎡ 330㎡ 1棟 20㎡

仮設事務所 20㎡

330㎡

1棟 20㎡

第１期　着工　　　　年　　月　　日から
合　計

　　　　　　　　　　　　年　　月　　日まで 　　　　　　　　　　　年　　月　　日まで

名称 建築面積 所要面積 棟数 建築面積 所要面積 棟数 建築面積

　　　　　　　　計　　　330　　㎡　　　（　　田　 　330 　㎡　　、　　畑　　　　　㎡　　）

仮設現場事務所及び
資材置場用地
（一時転用） 借人が仮設現場事務所及び資材置場用地として一時転用するため。

　　　　 　年　　　　　月　　（許可後）　日から　Ｒ○○.○○.○○まで　　年間

佐伯市○○大字○○字○○ 1111-3 畑 130 不耕作 － － 〃

佐伯市○○大字○○字○○ 1111-2 畑 200 耕作 家庭用 ○○○○

所有権以外の使用収益権

その他

市街化、市街化調整
が設定されている場合

2許可を受け 登記簿 現況 状況 収穫高
権利者の氏

その他　区域の別

土地の所在 地番
地目

面積　㎡　
利用 10ａ当り

名又は名称

○○○○株式(有限)会社
代表取締役　○○○○

大分県佐伯市○○大字○○1111番地1 会社役員

○○○○ 大分県佐伯市○○大字○○2222番地2 兼業農家

　　　（連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　）

下記のとおり転用のた め農地（採草放牧地）の権利を設定（移 転） し た いの で、 農地 法第 ５ 条 第１
項の規定により許可を申請しま す。

記
氏　名 住　所 職　業

　ﾌﾘｶﾞﾅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　借人　 譲受人　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　（連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ﾌﾘｶﾞﾅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貸人　 譲渡人　氏名　　　　　○○　○○　　　　　　　㊞

佐伯市農業委員会会長

※申請書は1部提出してください。 【記入例】 5
（転用者が法人の場合）

農地法第５条第１項の規定による許可申請書
令和○○年○○月○○日

○○○○株式(有限)会社
代表取締役 ○○○○賃借権、使用貸借権

などの権利設定の場

合は、譲受人を「借

人」、譲渡人を「貸

人」と訂正してくださ

い。

法人登記簿謄本、住民票に記載されているとおり正確に記入してください。

佐伯市は区

域を分けてい

ないので、そ

の他と記入し

てください。住宅建築→一般（農家）住宅
駐車場→駐車場用地
倉庫建築→倉庫
資材置場→資材置場用地
など転用目的を記入してください。

期間があるときは本体工

事の工期の終わりから概

ね1ヶ月（撤去及び片付け
期間）

・工事計画は転用目的に供する状

態にするための土地造成及び仮

設現場事務所設置等の工事期間

を記入してください。

・締切日（毎月15日）の属する月の
翌々月の10日以降着工～工事が
終わる予定の時期を記入してくだ

さい。

賃借権、使用貸借権などの

権利設定の場合は、譲受人

を「借人」、譲渡人を「貸人」

と訂正してください。

隣接地への被害防除策について記入してください。

(土砂の流出対策・崩壊等のおそれへの防除対策・日照被害対策 等）

・代替地検討の記入が必要です。申請地以外に候補地として検討した2箇所以上の土地の地番と断念した理由の記入が必要です。（申請
地が第3種農地の場合は不要です。） ・下水等の排水方法の記入が必要です。（図面への排水経路図示も必要です。） ・水利権有無

「借人」又は「貸人」が2名以上の場合は

「○○ ○○ 外○名」と記入してください。

・「土地の所在」、「地番」、「地目 登記簿」、「面積㎡」欄は、全

部事項証明書（土地）に記載されている事項を記入してください。

・「地目 現況」欄は現況の地目を記入してください。

・「自己資金で対応」や「借入資金で対応」などを記入してください。

・資金証明として通帳写し等の添付が必要です。（Web口座の残高がわかる書面、残高証明、融資証明等の添付が必要となります。）

印鑑は省略して結構です。

（押印する場合は捨印も必要）

印鑑は省略して結構です。（押印する場合は捨印も必要）

賃借権、使用貸借権を設定する場合

賃借権、使用貸借権→   設定に○
所有権を移転する場合 所有権→ 移転に〇

（申請者）が2名以上の場合は、「別紙
記載のとおり｣と記入してください。申請

書に押印（捨印）の場合、別紙にも捨印

（捺印）、申請書との割印が必要です。

耕作している場合

は耕作者の氏名を

記入してください。

なお、正式な契約

に基づく耕作者（小

作人）が耕作してい

る場合は耕作者

（小作人）の同意書

が必要になります。

不耕作の場合は記

入不要です。


